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消費者行動と働き方はパンデミックの間に大きく変化しました。オンライ
ン注文が広まり店頭での買い物から、宅配便の利用やオンライン購入と店
頭受け取りに変わりました。オフィスに出勤する代わりに、在宅勤務をする
ようになりました。
顧客と従業員の新たな期待に迅速に対応できた企業が力強く台頭し、競
争の上で優位に立ちました。それ以外の企業はまだ取り組みを強化しよう
としている段階です。
パンデミックの間に優位に立った企業は、「コンポーザブルな思考法」を活
用した企業だと言えます。

パンデミックの間に躍進した企業と、そうでなかった企業のどちらにもチェン
ジマネージメントという課題が残っていますが、SAP ERPを導入している企業
では、次世代ERPをどうするかというもう1つの重要な意思決定を迫られていま
す。多くの場合、コンポーザブルなERPを選択するというアプローチで、画期的
なイノベーションへの道が開かれる可能性があります。

図1

コンポーザブルな思考法とは経営幹部が変化を
リスクと見なすのではなく、機会と見なすように
考え方を転換することを薦めています。第一に、
不況、パンデミック、地政学的変化などの外的
変化をチャンスと認識し、それらを破壊の機会と
して活用することを意味します。第二に、デザイン
原則の創造的な活用を会社全体で推進すること

です。"

Gartner®社のレポートでは、従来の思考法とコンポーザブルな思考法を 
図1のように並列して示しています。
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コンポーザブルERPとは何か？
コンポーザブルなERPはプラグ＆プレイモデ
ルで、企業は簡単に統合できるERP要素を選
択することが可能になり、変化する市場状況
に応じてより良いユーザーエクスペリエンスを
より迅速に提供できます。 

Gartner社のレポートで次のように述べていま
す。「コンポーザブルERPは、企業がビジネス
変化のペースに乗り遅れないようにするため
の基礎、管理、運用等のデジタル機能を実現
するアダプティブテクノロジー戦略です」。こ
の戦略は、コンポーザブル・アプリケーション
の中核であり、最新技術に適応するための高
度な構成可能性、相互運用性、柔軟性を備え
たソフトウェア・プラットフォームをサービスと
して提供するものです」。
Gartner社の動画レポートにてモダンERPから
ポストモダンERPを経てコンポーザブルERPに
至るまでのERPの発展の歴史を図2のように示
しています。 図2

3



コンポーザブルERPの利点
ERPをモダナイズする大きな利点は、組織が「超大型タンカーを丸ごとアップグレード
しなくても」必要な機能を獲得できることです。
このアプローチにより、近年のテクノロジーやビジネスの変化のペースに歩調を合わせ
ることができます。
コンポーザブルERPでは、会計や受注管理などのコア機能の周囲を新興技術に基づく
柔軟なエンタープライズ・ビジネス機能（EBC）が取り囲んでいます。ERPのコア機能は
信頼性が高く、以前からのビジネスプロセスであり、ベンダーから購入するのが妥当で
す。一方、差別化を実現する再利用性の高い新技術のコンポーネントは、ユーザーや社
内開発者がローコードメソッドを使って組み立てることができ、より迅速かつ効率的な
アプローチです。

コンポーザブルERPは次のような利点もあります。 

	� ビジネスの変化に自信を持って対応できる
	� 企業がERPに適応するのではなく、 
ERPを企業側に適応させることができます。

	� 柔軟性のないシステムによるビジネスリスクの軽減。
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SAP向けのコンポーザブルERP:  
ビジネス主導型のロードマップの推進

ベンダー主導型
ロードマップ

ビジネス主導型
ロードマップ

複雑なクラウドに
移行を強制

多くの場合
アップグレードから
得られる価値が少ない

より高額な
サポート費用

成長とイノベーションを優先。
ROIとビジネスインパクトの

最大化に向けた
IT投資へのフォーカス

調整と強化。
変化するビジネス要件に
対応したサポート戦略。

ベンダー主導ではなく
ビジネス目標に沿って

ITロードマップを
推進しましょう。

カスタマー

SAPのエンタープライズERPをご利用なら、コンポーザブルなアプローチはイノベーション
を加速するのに役立ちます。このアプローチはビジネス主導型ロードマップ内の選択肢
を広げ、ITアクティビティを単一ベンダー主導型ロードマップに従って行うのではなく、ビ
ジネスの優先順位に合わせて調整することができます。（図3）をご参照下さい。

ビジネス主導型ロードマップの利点

図3

昨今の環境下では、企業が多様なビジネスユーザーのニーズを満た
しながら差別化を実現し、トランスフォーメーションを推進していくに
は、柔軟性とアジリティが必要です。「1つのサイズですべてにフィット
する」SAPロードマップに従うと、成長に最適なオプションと自由度が
得られない場合があります。
リミニストリート、ラテンアメリカ地域のサービスデリバリーおよび戦
略的サービスを担当する副社長のブルーノ・ファウスティーノは、次の
ように説明します。

もし、あなたの環境が複雑な環境なら、SAPのロー
ドマップに従うのが難しい場合があります。ビジネ
スにソリューションを導入するにあたってアジリティ
が必要であるにもかかわらず、ロックインされてい
るからです。ですがコンポーザブルERPは、それより
インテリジェントなビジネスプロセスプラットフォー
ムです。すでにご活用のシステムの周囲に、素早く
最善のソリューションを追加することが可能です。
鍵になるのは柔軟性とアジリティです。"

幸いなことに、SAPのお客様は、独自のロードマップを元にコンポー
ザブルERPに移行し、トランスフォーメーションを最大限に可能にする
SAPリリースを選ぶことができます。

ベンダー主導型
ロードマップ
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SAP ECC利用者はコンポーザブルERPが 
スマートな選択 

S/4HANAへの移行を計画している場合の
コンポーザブルなERPという選択の利点

S/4HANAを運用している場合の
コンポーザブルERPという選択の利点

カスタマイズされた高機能なSAP ECCがビジネスニーズを満し、現在継続し
て運用している組織のうち、S/4HANAに移行する予定がない場合は、クラ
ウドと連動したコンポーサブルなERPを選択することがECC投資を最大限に
活かし、イノベーションと成長を実現する賢明な選択肢となります。

S/4HANAへの移行を計画していて、移行に充分な時間を確保したい場合
は、コンポーザブルなERPとビジネス主導型ロードマップが、移行中のイノ
ベーションを促進するのに役立つでしょう。このアプローチの利点は次のと
おりです。

	� SAPライセンス資産を保持できる。
	� カスタマイズからコンフィギュレーションに移行できる。
	� ベスト・オブ・ブリードソリューションを利用できる。
	� ワークロードに最適なクラウドプロバイダーを自由に選択できる。
	� S/4HANAの準備を完全に整えるための専用のロードマップを 

作成する 時間の余裕ができる。
	� 時間をかけて「S/4対応」を行う柔軟性を持ちながら低コストで 

中断を最小限に抑えつつスムーズにトランスフォーメーションが行える。

図5は、ECCからS/4HANAへの移行を示しています。移行中には、計画に
沿った新しいコンポーザブルなERPの機能を利用する期間があります。

SAP S/4HANAをすでに運用していてビジネスニーズが満たされ、SAPのロード
マップとアップグレードの圧力に従う予定がない場合は、クラウドアプローチ
と連動するコンポーザブルなERPが、S/4HANAへの投資を最大限に活かし、
イノベーションと成長を実現する賢明な選択肢となる可能性があります。
図4は、ECCまたはS/4HANAのクラウドへの「リフト＆シフト」と、クラウドへ
の構成可能な最善のSaaSソリューションの統合の進行状況を示しています。
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安定したSAP ECCまたはS/4HANAを運用している場合の
コンポーザブルなERP 

ECCからS/4HANAへの移行を計画しいる場合のコンポーザブルなERP
クラウド 

リフトとシフト
クラウド 

インテグレーション コンポーザブル ERP
コンポーザブル ERP
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RISE with SAPではなく 
コンポーザブルERPを選ぶ理由

経営幹部が注目する
コンポーザブルなERPの検討事項

私の見解では、ITリーダーの多くがGartner社の意見を参考にしています。Gartner社はコンポーザブ
ルERPを推奨していて、私も同じ意見です。ユーザーはERPベンダー以外のソースからイノベーションと
なりうるを選択をするオプションがあります。現在、そして未来の競争に打ち勝ちたいのなら、進むべ
き道はコンポーザブルERPです。”

ルイス・マリオット
グローバルSAP戦略担当グループ副社長
リミニストリート

RISE with SAPは単一のサブスクリプション契約の下でS/4HANA Cloudの利用を
促進したソフトウェア、サービス、インフラストラクチャからなるバンドルです。こ
れには、S/4HANA Cloud ERP、SAPビジネスネットワークへのアクセス、ビジネス
プロセスインテリジェンスレポート、製品サポート、技術サービスおよびインフラ
ストラクチャマネージドサービスが含まれています。アプリケーションマネージド
サービスと移行および実装サービスがSAPパートナーによって提供されます。
RISEの問題点は、1つのベンダー、1つの契約、1つの価格モデルであることです。
RISEは包括的であり、企業が他のプロバイダーの最善のソリューションを追加し
たり統合したりする余地はほとんどありません。期限のないサブスクリプション
サービスのため通常、顧客は永続的なSAPライセンスを解約する必要がありま
す。SAPは柔軟性に欠けていて、顧客はRISEバンドルで利用できるオプションのみ
にロックインされます。
コンポーザブルなERPの場合、可能性と構成に制限がなく、イノベーションの推進
と、市場の状況、消費者行動の変化、経済的な混乱への迅速な対応に役立つと
いう利点がありますが、RISEの考え方はそれとは正反対にあります。
リミニストリートでグローバルSAP戦略を担当するグループバイスプレジデントの
ルイス・マリオットは、次のように説明します。「コンポーザブルなERPは、複雑な
ビジネスを展開しながら複雑なIT環境を利用しているSAPのお客様が競争に打ち
勝つための柔軟性とアジリティを確保するのに適しています。単一階層のERPプ
ラットフォームや単一ベンダー主導型ロードマップにロックインされることはあり
ません。」

経営幹部（または経営幹部に向けてビジネスケースを作成するITリーダー）
は、コンポーザブルなERPを選択することが正しい解決策かどうかをどのよう
に判断するのでしょうか？検討すべきことがたくさんあります。
検討項目：

	� 思い描くビジネス成果と達成するための最善の方法。
	� 現在のITロードマップとそれがどの程度役に立っているか？
	� クラウドビジョンとERPモダナイゼーションの計画。
	� 次世代ERPのためのSAPのリリースとデータベース。
	� ビジネス環境の変化に対応する能力と、 

その能力を向上できるかどうか？
	� 利用可能なITリソース、そしてその割り当て方法は？
	� トランスフォーメーションによって 

迅速にビジネスの成果を上げる能力は？
	� 長期に及ぶITの実装とコストに対する 

ステークホルダーの忍耐力そして寛大さ。

これらの検討事項を踏まえた結果、成果の向上、成長、アジリティの向上、戦
略的イニシアティブのためのITリソースの増加、ビジネスパートナーとのより強
いパートナーシップなどの機会を提供できるコンポーザブルERPはあなたのソ
リューションとなる可能性があります。
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ここから始めましょう: 
リミニストリートが
お手伝いします。
プランを立てる時、信頼できるパートナーがガイド役を務め目標の達成をサポート
してくれたら助かります。リミニストリートがお手伝いします。リミニストリートは、
包括的な製品サポート（L4）、マネージドサービス、プロフェッショナルサービスな
どを統合したソフトウェアサービスをお客様に提供しています。

	� コンポーザブルなERPを使用して安定したECCを運用する。
	� コンポーザブルなERPを使用してS/4HANAを運用する。
	� コンポーザブルなERPを使用したS/4HANAへの計画的な移行。

これらのどんな方法でSAPを利用しているお客様にとっても、リミニストリートがっ
最適な戦略的パートナーになります。弊社がSAP ERPやSAPエコシステムの計画、
運用、管理、セキュリティの保護をサポートします。それらを通して、お客様が独自
のロードマップに沿ってイノベーションを推進し、ビジネス環境の変化に遅れを取
らずに、競争の優位に立ち、SAPへの投資を最大限に活かせるように支援いたし
ます。

詳しくはRimini Streetの 
SAP統合型ソフトウェアサービスを 

ご確認下さい。
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1.	 流動性。「コンポーザビリティ - 企業の未来」2022年4月4日
2.	 Gartner社「コンポーザブルになる。 Gartnerトレンド見解レポート」2021年9月17日、Yefim Natis氏、Janelle Hill氏、Partha Iyengar氏、Gene Alvarez氏、Jennifer Loveland氏、Chris Howard氏
3.	 テックターゲット「専門家の予測：柔軟性が2022年ERPのトップトレンド」2022年1月10日、Jim O’Donnell氏
4.	 Gartner社「コンポーザブルERP導入のためのコレクティブ・ガバナンス」。2021年9月30日、Duy Nguyen氏、Tim Faith氏
5.	 Gartner社「専門家の見解についての動画:コンポーザブルERP戦略の始動」。2021年4月12日、Tim Faith氏
6.	 テックターゲット「ポストモダンのERPからコンポーザブルERPへの発展についての説明」2022年3月30日、David Essex

7.	 ユニット4「柔軟性と業界の特異性は、2022年のERPのトップトレンドです。」2022年3月3日
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